議題１　本町における男女共同参画の推進について
１． 男女共同参画社会とは

男女共同参画社会基本法第２条に、男女共同参画社会とは、「男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ、かつ、共に責任を担うべき社会」と規定されています。
この条文の中の「参画」とは単なる参加ではなく、自らの意思によって主体的に企画や立案から意思決定、そして実施までの全ての段階に参加するということを現しています。

すなわち、家庭、地域、学校、職場など、社会のあらゆる場面で、誰もが自由と平等を享受し、性別に関わりなく自らの意思に基づく生き方が実現でき、男女が対等なパートナーとして共に支え合い、豊かな個性と能力を十分に発揮できる社会が男女共同参画社会です。
２　男女共同参画推進の必要性
平成１１（１９９９）年に制定された「男女共同参画社会基本法」の前文において「男女共同参画社会の実現を２１世紀の我が国社会を決定する最重要課題と位置付け、社会のあらゆる分野において、男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の推進を図っていくことが重要である」と明記されています。

また、同法第１４条には、市町村は「男女共同参画社会の形成の促進に関する施策についての基本的な計画を定めるように努めなければならない」と規定され、市町村には、地域の風土や伝統文化、慣習、住民意識、経済状況などを踏まえながら、男女共同参画社会の実現に向けて取り組んでいくことが求められています。
では、なぜ男女共同参画社会づくりが必要なのでしょうか。その理由は次のとおりです。
＜第一：基本的人権の尊重＞

個人の尊重と法の下の平等がうたわれている日本国憲法の下で、我が国における男女平等の実現に向けた取組は、女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約を軸とした国際的な取組と連動して、法制度を整備することにより進められてきました。

しかしながら、現実には、女性に対する暴力やセクシュアル・ハラスメントなどの人権を侵害する行為や、「男は仕事、女は家庭」といった考え方に代表される性別による役割分担意識が社会のあらゆる分野において依然として存在しています。
「男女共同参画」によって、基本的人権の尊重、男女平等の意識を社会全体に浸透させる必要があります。
＜第二：社会経済情勢の変化への対応＞

少子・高齢化の進展や人口減少社会の到来、家族構成の変化など、私たちを取り巻く社会経済情勢は急速に変化しています。長期的にみた労働力不足への懸念、社会保障制度の維持、価値観の多様化、職業観の変化、家族形態やライフスタイルの多様化などに柔軟に対応していくため、女性の様々な分野への進出や男性の家庭参画、働き方の見直しが図られ、男女が豊かな個性と能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現が求められています。

＜第三：魅力ある地域づくりの実現＞

女性は、地域づくり活動をはじめ、本町のさまざまな活動において大きな役割を担っていますが、政策・方針決定の場への参画は低い水準にあります。男女がともに政策・方針決定過程に参画して能力を発揮できる環境を整備し、将来にわたり持続可能で多様性に富んだ活力ある地域をつくっていくことが必要です。

３　本町における男女共同参画の推進

　２の男女共同参画社会づくりの必要性を踏まえ、男女共同参画社会の実現に向けた町の具体的な施策や事業を総合的かつ計画的に推進するために、本町においても、町で取り組む男女共同参画関連施策を体系的に整理した○○町男女共同参画計画を策定し、男女共同参画を推進する。
（1） 計画の意義

①多分野にわたる男女共同参画の課題や施策について、総合的・体系的に整理できる。

②具体的な目標を持って男女共同参画に取組むことを住民や庁内に明示できる。
③計画策定後は、計画に基づき施策を総合的、計画的かつ効率的に実施することができる（責任と義務も負うことになる）。
④住民、各種団体、事業所等に対する意識づけになり、その後の施策への協力や自主的な活動が期待できる。
（２）推進体制
　　　庁内に「○○町男女共同参画推進庁内連絡会議（※１）」を設置して、住民・有識者からなる「○○町男女共同参画推進懇話会（※２）」の意見・提言を施策等に反映させながら、全庁的かつ総合的に取組を実施する。
※１　「○○町男女共同参画推進庁内連絡会議」とは、男女共同参画の推進が庁内各課を横断した取組を行って推進していくことになるため、整備する庁内の合意形成・総合調整を行う体制。⇒別添「○○町男女共同参画推進庁内連絡会議設置要項」参照
※既存の庁議等の場を活用することも一つの方策です。
※２　「○○町男女共同参画推進懇話会」とは、○○町における男女共同参画の推進に住民の意見や有識者の知見を反映するため、町に対して今後の取り組むべき方策を提言する庁外の機関。
　　　⇒別添「○○町男女共同参画推進懇話会設置要項」参照

※「まちづくり懇話会」など既存の組織を活用することも一つの方策です。
　　（推進体制イメージ図）







議題２　○○町男女共同参画計画の策定方針について（案）
１　計画策定方針
　　　　男女共同参画社会基本法、北海道男女平等参画推進条例、国や道の男女共同参画計画を踏まえ、第○次○○町総合計画及びその他の関連計画と整合しつつ、○○町男女共同参画推進庁内連絡会議及び○○町男女共同参画推進懇話会と協議して策定する。

　２　計画策定手順・スケジュール（詳細は、別添「計画策定フロー図・スケジュール」参照）
（１）○○町男女共同参画推進懇話会を設置（第１回○○町男女共同参画推進懇話会）
・計画策定までの手順・スケジュール、懇話会の役割等を説明し、協力を依頼します。
（２）計画骨子素案の作成、男女共同参画関連事業の調査

・庁内各課に計画骨子素案、施策の基本方向を示し、該当する町の事業を調査します。
（３）庁内における計画骨子案の合意形成（第２回○○町男女共同参画推進庁内連絡会議）
　　　　・（２）を基に作成した計画骨子案について説明し、合意形成を図ります。
（４）計画骨子案への意見・提言の聴取（第２回○○町男女共同参画推進懇話会）
　　　　・計画骨子案への意見・提言を聴取し、計画骨子案に反映させます。
（５）計画案の作成

・計画骨子により作成した計画素案を基に、関係課と調整しながら計画案を作成します。
（６）庁内における計画案の合意形成（第３回○○町男女共同参画推進庁内連絡会議）
　　　　・計画案について説明し、合意形成を図ります。
（７）計画案への意見・提言の聴取（第３回○○町男女共同参画推進懇話会）
　　　　・計画案への意見・提言を聴取し、計画案に反映させます。
（８）計画の策定（第４回○○町男女共同参画推進庁内連絡会議）
　　　　・計画最終案について説明し、合意形成を図ります。⇒決裁
　
３　計画策定後の推進体制

　　事務局の○○課が中心となって、全庁的に進捗状況の把握・評価を行いながら推進していく。
○○町の男女共同参画のまちづくり
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